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研究概要
1. Dabbs Erie Ro n ald教授 の 研 究課 題 は
` `
sttldies ()n
du cida:tio n ofa ntibioticina ctivation m ech nis m8
月
で ある ,
本研 究で は病原性の放線菌 N j- diq に よる v a n co 皿ア血
の不括化機構の ク ロ ー ニ ン グ した遺伝子を用 い て の 解
明, さらにはアゾ - ル 系 の抗其薗剤の不括化機構の解明
を目的とした不括化物の 抽出精製. さらには構造解析研
究と遺伝学的な研究を進める ( 長谷川太 一 . 矢沢勝浦 .
田 口英日乱 三上 襲).
2 . 各種培地によ る各種抗其菌剤の AQe7giIIus.#migzl血∫
に対する M IC億の変動に つ い て の検軒
R P M I 1640, % ヒトalbu min お よ び70% ヒト血清 中
A M P H, 5F C, F L C Z, M C Z および M C F Gの M IC偶の
変動を確認 した , A M P H は何れ の 環境で も変動は少な
く. M C ZとM C F G は培地により大きく変動した (佐藤
綾香, 田口英昭. 亀井克彦, 渡辺 哲).
3. ヒ ト 血 清 中mic afunglnの ノ呼c,giLIu sjhmigdtuS菌糸 の
成長速度を指標とした薬効評価の 基礎的研究
Mic afungin (M C F G) の ヒ ト血清中で の A･jhmigatusに
付する薬剤効果を検討した.
M C F Gの 濃 度は健常ボ ラ ン テ ア に25,50.75およぴ
150mgを単国技与して得られた血攻中の Cm 且Ⅹ濃度 で は
50mg以上で 薬剤効果の得られる ことが蔑められた (田
口英昭, 亀井克玖 波辺 替 佐藤綾香. 福島和食).
4. 水辺再生プラ ン ｢市民と行政の 協働 シス テ ム+ につ
い て の研究
水辺環境の 回復とその嵩みを再活性化させ, 市民に潤
いと安らぎを与えるために, 社会学的立場およぴ自然科学
的立場から間最点を抽出し, 重要性の度合 いをラ ンク付け
し. その対応の在り方に つ い て具体的に検訂して い る (立
本英機 (大学側代表), 森 千旦 土谷岳令. 小熊亭LT
鎌野邦樹 . 山柳原次, 赤坂 鳳 町田 亀 田Ej英昭).
5. 其菌資源開発分野. 系統 ･ 化学分野と多くの共同研
究が展開されており, その 帝都は真菌資源開発分野の
研究概要を参照して頂きたく, こ こ に は研究課題の み
を示す.
1) 其菌由来の新規二 次代謝産物に 関する研免 福
島和貴. 滝揮香代子. 近森 棲. 河合賢 一 , 細江
智夫. 板橋武史. 野沢幸平. Ca mpo sTah kiG M.
O hda K
2) 病展性黒色其菌なら びに関連菌の 分子同定 . 系
統分類 に関する研免 碍 島和貴. 滝浄香代子.
Pa ride A bliz
. 橋爪藤子, 近来 壊, 西村和子.
3) 真菌症の疫学研究. M do N R, 田 口英昭. 福島和
貴, 西村和子. 宮治 乱
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4) 稀な臨床分離株の 同定. 席 寛艶 福島和貴. 滝
揮香代子, 西村和子.
5) 病原其菌なら び に 関連菌の 国際的収集. お よ ぴ
D D BJ へ の 遺伝情報の 登録. 福島和貴 . 滝浄香代
子.
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共同研究
国際共同研究
環境 中 化学物 質 の 其 菌 に 対 す る 影響 の 検討: Pa rk
Jo ng- C hul助教授 (韓国 ヨ ン セ イ大学).
共同利用研究以外の共同研究
千葉市 ･ 大学等共同研究モ デ ル事業
水辺再生プラン ｢市民と行政の協働シス テ ム+ に つ い て
の研究.
その他
1) 田口英昭 (分担): 平成15年度 水辺再生プラ ン ｢市
民と行政の協働シス テ ム+ に つ い て の研究報告専.
2) 滝揮香代子 (代表): 金属イオ ン の抗其菌作用に関
する研究 一 銀イオ ンを中心に - . 平成15年産科学研
究費補助金 ( 奨励研究B, 課題番号15922059)研究
成果報告専 .
教育活動
投薬
田口英昭 : 普遍致育 . 環境問題B (分担): 環境保全化学
及び項墳分析化学.
外部資金
平成16年度千葉市 ･ 大学 の共同研究モデ ル 事業
田口英昭 (分担): 千葉市 ｢ 水辺再生プラ ン+(千葉大学
側代表: 立本英機工学部教授). ･
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